
多数あったことなどを踏まえ、新計画に「ほっかいど
う学」を促進することが盛り込まれました。
2 　「ほっかいどう学」のめざすもの
　北海道開発局では、「ほっかいどう学」を展開する
に当たり、解決すべき課題や今後必要な取組などにつ
いて検討するため、平成28年度に有識者や関係機関な
どで「「ほっかいどう学」に関する意見交換会」を開
催しました。同意見交換会を踏まえ、「北海道の自然
や歴史、文化、環境などの分野で、北海道の地域特性
や個性に焦点を当て、北海道と日本や世界との関わり、
日本や世界における北海道の役割などを学び、北海道
に対する理解と愛着を一層深めるとともに、北海道の
強みを生かして「世界の北海道」づくりに取り組む人
材を発掘・育成する」といった「ほっかいどう学」の
目的、また、「ほっかいどう学」の当面の推進のため
にプロジェクトチームを立ち上げ、所要の検討・活動
を行うことなどを取りまとめました。
　「ほっかいどう学」の学びの焦点である「北海道の
地域特性・個性」に関する学習内容のイメージは、多
面的な広がりを有しています。そこで具体的な学習内
容について、学習テーマや学ぶ側の対象に応じて具体
的に設定し、豊かな学びの場を創出していくといった
ことも取りまとめました。

　去る平成28年 3 月、「世界の北海道」をキャッチフ
レーズとする新たな北海道総合開発計画が閣議決定さ
れました。
　新計画は、本格的な人口減少時代にあって、地域を
活性化し、価値創造力を高めていくためには、自ら考
え地域づくりに取り組む地域の担い手を育成、確保す
ることが重要であるとし、地域に関する理解と愛着を
深めるために「ほっかいどう学」を促進することが盛
り込まれました。
　「ほっかいどう学」とは、子どもから大人まで、よ
り多くの人々が地域づくりに関心を持つ契機を創出す
るため、自然や歴史、文化、環境などの北海道の魅力
や個性について幅広く学ぶ取組のことです。

1 　背景
　新たな北海道総合開発計画の策定過程で、平成27年
3 月から同年 9月にかけ、北海道内の 9地域において、
「北海道価値創造パートナーシップ会議」を開催しま
した。
　平成27年 5 月に開催した同網走会議で、札幌市立発
寒西小学校校長（現・札幌市立屯田小学校校長）の新
保元康氏などから、地域への理解と愛着を深める取組
の重要性や、「ほっかいどう学」が必要との御意見が
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しました。
　平成30年 3 月には、これまでの取組を踏まえたイベ
ント「「ほっかいどう学」の学びを考えるシンポジウ
ム2018～Let’s learn Hokkaido～」（仮称）を開催する
予定です。
「教員への周知・浸透等」：平成29年 8 月に開催の「札
幌市社会科教育連盟夏の学習会（提案交流会）」や同
年11月に開催の「第72回北海道社会科教育研究大会釧
路大会」で、「ほっかいどう学」の概要などを紹介す
るとともに、当該夏の学習会ではニーズなどに関する
アンケートを実施しました。
4 　おわりに
　北海道開発局は、今後とも、各機関などと連携を図
りながら、国民・道民が分かりやすく学ぶことができ
る「ほっかいどう学」の展開に向けて取り組んでいき
ます。また、各機関や団体が主体的に展開する「ほっ
かいどう学」の取組が普及・拡充され、子どもたちか

ら大人まで、より多くの人々が地域づく
りに関心を持つ契機を創出するための北
海道の魅力や個性について、幅広く学ぶ
ことができる環境を実現することを目指
してまいります。

3 　これまでの取組状況
　北海道開発局では、前述の取りまとめを踏まえ、平
成29年 3 月、本取組のキックオフイベント「新たな北
海道総合開発計画に関するシンポジウム～「ほっかい
どう学」の展開に向けて～」を開催しました。
　また、平成29年 6 月には「「ほっかいどう学」プロジェ
クトチーム」を発足、「ほっかいどう学に関する資料
の収集及び提供」、「ほっかいどう学の普及、啓発及び
広報活動」、「ほっかいどう学に関する研究発表会、講
演会、見学会等の開催」、「ほっかいどう学に関する調
査及び研究」及び「ほっかいどう学に関する教育及び
教育者支援」を体系として取り組むことなどを取りま
とめました。
　平成29年度は、「情報発信・普及啓発」や「教員へ
の周知・浸透等」について重点的に取り組むこととし
ました。
「情報発信・普及啓発」：北海道開発局のホームページ
のトップページに「ほっかいどう学」に関するバナー
を設け、また、現在、普及啓発用リーフレット「ほっ
かいどう学～北の大地と先人たちが織りなす物語～」
（仮称）を作成中です。平成29年11月には、（一財）北
海道歴史文化財団評議員・北海道史研究協議会副会長・
登別市史編さん委員会委員の関秀志氏を講師に、「～
ほっかいどう学の更なる推進に向けて～近代日本と北
海道－明治初期における北海道開拓政策とその史的背
景－」と題した講演会を、民間団体の主催により開催

※　ほっかいどう学考第2回は、4月号の予定です。

北海道の地域特性・個性に関する学習内容のイメージ
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